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てくれる。このような地域に愛された阿仁中学校が
なくなることは寂しいが、32年間かけて積み上げ
てきた阿仁中学校のよさをしっかりと阿仁学園に引
き継ぎ、これからも子どもたちと共に明るい未来を
切り拓いていく」などとあいさつしました。

～ 阿仁中学校 閉校式 ～

学び舎への別れを惜しみ飛躍を誓う

～ 阿仁合小学校 閉校式 ～

▲小林校長から津谷市長に校旗返納▲小林校長から津谷市長に校旗返納

▲湊校長から津谷市長に校旗返納▲湊校長から津谷市長に校旗返納

たくさんの誇りと自慢を引き継ぐ

～ 大阿仁小学校 閉校式 ～

▲奥山校長から津谷市長に校旗返納▲奥山校長から津谷市長に校旗返納

思い出が詰まった襷を手に新たな一歩を

閉校式 ～阿仁地域３校の歴史と伝統を「阿仁学園」に引き継ぐ～
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み みずから学ぶ自主性

と

せ

ともに高め合う心

せいいっぱいやり抜くたくましさ

※「みとせ」の３文字にそれぞれの
思いを込め、その思いを校歌を
歌いながらかみしめ、未来に向
かって進んでいきたいという願い
が込められています。
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教育学校 阿
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学
園

　阿仁合小学校・大阿仁小学校・阿仁中学校が統合して誕生した義務教育学校阿仁学園（小林陽介校長・
児童生徒数62人）の開校式が４月６日に行われ、津谷市長から小林校長へ校旗が授与されました。

９学年の縦のつながりを活かした
　　　　　　　　　　　特色ある教育活動を展開

義務教育学校 阿仁学園 開校式

▲津谷市長から小林校長と津谷副校長に校旗授与▲津谷市長から小林校長と津谷副校長に校旗授与▲児童生徒を代表して田口さんがあいさつ▲児童生徒を代表して田口さんがあいさつ

　阿仁中学校（小林陽介校長・生徒数22人）の閉
校式は３月20日に同校体育館で行われ、32年の歴
史を振り返るとともに義務教育学校「阿仁学園」に
歴史を引き継いでいくことを誓いました。
　津谷市長は「新年度から始まる新たな環境の中で、
阿仁中魂に火を灯し、充実した学校生活を送ってほ
しい」などと生徒にエールを送りました。
　生徒代表の田口椿さんは「中学校での思い出を振
り返ると切りがない。阿仁学園は、３校のよさで『阿
仁愛』あふれる学校になるはず。一人ひとりが輝け
る学校をつくっていきたい」などとあいさつ。
　津谷市長に校旗を返納したあと、小林校長は「学
校が地域へ発信し、地域の笑顔が子どもたちを育て

つばき

歴史に終止符を打つことになり、万感の思いが駆け
巡る。45年の長い歴史と伝統が深く刻まれたぬく
もりのある校舎は、大規模改修を経て来春から生ま
れ変わる。これまで身に付けた力を十分に発揮して
ほしい」などとあいさつしました。

　阿仁合小学校（湊貞宗校長・児童数28人）の閉
校式は３月20日に同校体育館で行われ、45年の歴
史を振り返るとともに義務教育学校「阿仁学園」に
歴史を引き継いでいくことを誓いました。
　津谷市長は「阿仁合小学校は地域の皆さまに親し
まれ、素晴らしい成績を残し活躍してくれた。長い
歩みを支えてくださったすべての皆さまに感謝を申
し上げる」などとあいさつしました。
　児童代表の梅井冴太朗さんは「地域とつながり、
自然に囲まれた阿仁合小学校を誇りに思う。たくさ
んの自慢を引き継ぎ、新しい自慢を作ったり発見し
たりできるよう頑張りたい」などとあいさつ。
　津谷市長に校旗を返納したあと、湊校長は「長い

こ　た  ろう

　大阿仁小学校（奥山法子校長・児童数16人）の
閉校式は３月20日に同校体育館で行われ、28年の
歴史を振り返るとともに義務教育学校「阿仁学園」
に歴史を引き継いでいくことを誓いました。
　津谷市長は「この学び舎で身に付けた宝物を阿仁
学園につなぎ、子どもたちの活躍と新たな礎を築き
上げてくれるものと期待している」などとあいさつ
しました。
　児童代表の高堰佳祐さんは「たくさんの人の思い
が詰まった襷を手に、新たな一歩を踏み出す。新し
い仲間と明るく楽しい学校を作り、地域に元気を届
けたい」などとあいさつ。
　津谷市長に校旗を返納したあと、奥山校長は「小

規模ならではの温かい雰囲気に包まれ、地域・保護
者・学校が一つとなり取り組んできたことは、子ど
もたちの心に刻まれた宝物。学校で学んだこと、地
域に支えてもらったことを忘れず、希みかかげて大
きく羽ばたいてほしい」などとあいさつしました。

けいすけ


